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調査項目

・助六由縁江戸桜成立までの音演出の変化

・各場面での音演出の変化

・演出効果の特徴

・演出の意図を読み取る



「助六由縁江戸桜」の作品概要



「助六由縁江戸桜」の作品概要

助六由縁江戸桜（すけろくゆかりのえどざくら）
「歌舞伎十八番」の内の一つで、正徳3（1713）年、山村座にて二代目市川團
十郎により初演された『花館愛護櫻』が始まりで、変遷をし現在の助六由縁江
戸桜の舞台の形になった。

あらすじ
曽我五郎時致は、花川戸の助六という侠客となって、源氏の宝刀友切
丸を探し出すため吉原に出入りしていた。三浦屋の傾城揚巻と恋仲に
なった助六は、吉原で豪遊する意休という老人が、この刀を持っている
ことを聞きだし、奪い返すというストーリーである。
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演出について



歌舞伎の舞台で使用される楽器・
演出について

「下座音楽」
舞台下手の簾のかかった部屋「黒御簾」で演奏されるため、「黒御簾音楽」と
もいわれる伴奏音楽をさします。相当な数の曲目・演奏法がありますが、演
奏楽器から大きく「唄」・「合方」・「鳴物」の3つに分類できます。



三味線
棹の太さや材質（樫、紅木—こうき、花梨、紫檀）、弦の太さ
等々で様々な種類がある。
棹の太さで大きく「細棹」、「中棹」、「太棹」の３分類に分けるの
が一般的で、「中棹」が助六由縁江戸桜では使用されている。



太鼓
小鼓（つづみ），大鼓（おおかわ）： 皮革製の楽器で主奏楽器。この二つに太
鼓、笛を加えたものを四拍子と称す。この四拍子は能楽の手法（本行手法）を
取り入れて、歌舞伎風にアレンジしたものと、本行手法をそのまま使用したもの
がある。鳴物楽器の主力である。

太鼓： 四拍子の一つとして、邦楽器の中でリズムの基調ともいえるもの。

大太鼓： 歌舞伎においては最も重要な楽器といえる。自然界の森羅万象を大
太鼓一つで表現する。
これに笛や三味線の合方を入れて効果をだす、という演奏法もある。



笛
笛： 四拍子のうち。邦楽器で唯一といっていい完全なメロディー楽
器である。

能管： 名称の通り能楽からのものである。メロディーというよりはリズ
ムを吹く際に使用される。
高音で力強く、鋭い音色がする。

篠笛： 歌舞伎独特の笛。メロディーを受け持つ。やわらかく美しい
音色をもつ。また唄、三味線に合わせて音頭や竹笛入り合方など、
独奏で愁嘆場などで使用される。



助六由縁江戸桜における
音効果①

 

【五人の遊女】
太鼓を遊女が歩く拍子に合わせて鳴らす。（遊女が５人揃い、歩みが
終わるまで続く）＝遊女の歩きの重厚さ、豪華さを表現。



助六由縁江戸桜における
音効果②

  
【揚巻登場】最初の遊女の登場で刻まれた太鼓のリズムに加えて、
鈴の音を同時に加えより、華やかな音に。（＝花魁でも全盛を誇る
揚巻の華やかさを演出）



助六由縁江戸桜における
音効果③

  

【出端－助六登場－】
揚巻が退場した後、尺八による場面展開の合図が起きる。のちに三味線（細八）
河東節の語りに合わせて助六が登場する。
セリフに追って唄が続き、セリフの強調を行っている。
また最後は太鼓の拍子（ダ・ダン）というリズムに合わせて見得を切り、観客の注
目を引付ける。



「河東節」とは

浄瑠璃の一種である。国の重要無形文化財である。
三味線は細棹を用い、語り口は豪気でさっぱりしていて「いなせ」
である。
「ハオー」というかけ声、派手な旋律を演奏する三味線と、浄瑠璃
の抑制のきいた語りが対照的である。

歌舞伎にはさまざまな流派の浄瑠が用いられるが、今日この河東
節を使うのはそして市川家による助六物の『助六由縁江戸桜』（す
けろく ゆかりの えどざくら）ただ一作においてのみとなっている。



今後の展望



・助六由縁江戸桜の更なる音演出の考察

・他の歌舞伎作品における音演出の考察

・各楽器における演出方法の特徴の考察

今後の展望
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